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７５歳以上２割化法案に反対するとりくみの中で・・・
実施前から不安の声

• ７５歳以上２割化についてのアンケートに寄せられた声
• 実施前でも
「我慢する」高齢者、高齢者に「我慢させる」社会が浮き彫りに

• これらが今、さらに広範に現実の声に…



• 高齢になれば医療費がかかるのは当たり前
●年齢が上がるにつれて受診科が増えました。４つの科に受診しているので２割になると大変です。
どうか今まで通り１割負担でお願いします。

• 早く治療した方がいいことはわかっているけど、我慢しています。
●少しの痛みや我慢できそうな痛みは医療費を考え行くのをためらう

●月に２回受診すべきところを１回に減らすなど医療費負担を考えながら通院しています。

• せめて、70歳で2割、75歳で1割を続けてください。
●75歳になったばかりです。75歳になると1割になると喜んでいたのに残念です。

• お金の心配をしながらの療養では、残りの人生に楽しみがない。
●財布の中を、いつも足りるかなとヒヤヒヤ心配しながら受診しています。

広島中央保健生活協同組合



石川民医連

石川民医連に加盟する病院・診療所、介護事業所などの患者・利用者へのアンケート

• 調査対象：75歳以上の患者、利用者及びその家族
75歳未満含む

• 調査方法：無記名、事業所の窓口や郵送での調査
• 回収数：１０８７通（2/17時点）
• ７５歳以上６３６人（58.5％）７５歳未満４３５人（40.0％）

「２割は到底やっていけない。高齢者やっと
生活している」
「年金が少ないのでどうしたらいいのか分かり
ません」
「これ以上の負担はかんべんしてください」」



今、医療をめぐって

• 第7波から第8波は過去最大の死者
数の大波

• 昨年12月～今年1月は連日20万人
の新規感染者数

• 400～500人の死亡者数
• 救急搬送困難事案件数は、2019年
比で4～5倍

• 感染者病床ひっ迫、入院できずに在
宅や高齢者施設で死亡

• 第8波の死者の9割以上が70歳以上



政府の対応は…

• 岸田首相は昨年の臨時国会の所信表明
で「3年ぶりに緊急事態宣言等の行動

制限を行わずに今年の夏を乗り切れた」

→経済を回すことを優先

5類への引き下げ

マスク外しの検討

今、すべき こと？

• コロナをめぐる医療に対する
国の責任放棄

＝国民のいのちを守ることの放棄

全国公私病院連盟 邉見公雄会長

「準備期間は必要」「段階的にいかないといけない」

全国済生会病院長会 園田孝志会長

「一般の社会生活の中でマスクをどうするかと

いう議論と、病院の中でコロナの患者をどの

ように扱うかという議論がまぜこぜ」

全日本病院協会 猪口雄二会長

「コロナは決してインフルエンザと同等ではない」

日本医療法人協会 加納繁照会長

「7対1の看護師配置では困難、現実には4対1

以上のマンパワーを必要」

「医療現場の実態を十分把握した上で、対応策を検

討していただきたい」

医療団体の声



今、求められることは…

経済をまわしても

Ｗｉｔｈコロナになっても

◎いのちをないがしろにさせない

◎いのちを落とす人を一人でも

減らすこと

• 感染者が適切な医療を受けられるように、
収束まで医療費の公費負担を継続すること

• 国の責任で必要な診療体制を整備、人的・
財政的支援を

• パンデミックに対応できる余力ある医療の
提供体制の確立

• 介護事業所の倒産の増加、経営難に陥って
いる高齢者施設等への経済的支援

• 公衆衛生、検査体制の強化
• ワクチンや治療薬に迅速にアクセスできる
体制構築

• 罹患後症状、ワクチン副反応への対応
• 高齢者、障がい者の治療の後回し、拒否等
「いのちの選別」の常態化をさせないこと



患者、利用者、地域にひろがる困難

• コロナ禍に噴出した貧困、不平等
• コロナ以前からの新自由主義的な改革
で、構造的につくられた社会基盤の

不安定さや社会保障制度のぜい弱

性が、浮き彫りになったもの

• 非正規労働者の拡大、完全失業者数
の増加

• 物価高騰
• 自殺者数の増加



実施後、全日本民医連が実施した75歳2割化アンケート
に寄せられた声

• 年金も減り、物価も高騰、生活そ
のものが大変

• 医療は必要、でもこれ以上の負担
増はつらい、元に戻して

• 国の財政も大変、少子高齢化で仕
方ない

• 若い世代の負担は減らしてあげた
い

• 家族には迷惑かけたくない
• 健康を守ることに予算を使って

•高齢者の生活実態を反映する
声

•政府の自己責任論の浸透
•国のありよう、予算の使い方
への思い、憤り



年金も減らされて、生活も大変

• 切り詰める物がないので、もうこ
れ以上、上がらないで欲しい

• 年金も減り、これ以上負担が増え
ると困る

• 生活用品の物価が上がり苦しい生
活になってきた

• 1割→2割 大変なこと。病院に行
くのが大儀な気分というか！まず
は金を用意するのが大変。年金も
少なくなり、生活はきびしいです。
冬の暖房が大変です 「老人は死ね」と言ってるみたい

とんでもない



これ以上の負担増は・・・

• 2割でこんなに負担になるとは考
えてます。高齢ですのでタクシー
が利用できなくなると病院にも通
う事が出来ない

• 必要な治療・薬なので受診しまけ
ればならない。負担が増えるのは
苦しいが生きるためには必要なの
で他を削ってでも…と思う

• 緩和措置がなくなると受診回数、
薬など考えないといけないと思い
ます

• なるべく病院へは行かないでおこ
うと思っている



若い人の負担は減らしてあげたい、家族
に迷惑かけたくない
• 医療費は安い方が助かるが、国の財せ
いも心配です

• 高齢者よりも若者の負担を減らしてほ
しい

• 高額の病気になった場合は心配です。
でも若い人や子育て中の人の負担を少
しでも応援したい気持ちはあります

• 長生きしすぎてる。若い人たち（孫）
に負担がいく位なら仕方がない。国が
言ってるからね。不安はあるけど

• これ以上高くならないでほしい。家族
には負担をかけたくないので頼らない



国民の健康を守る為に国の予算を使って

• 80才以上になると治療や検査等で
見捨てられ感がある。不安、苦痛
を取り除いてくれるのが医ではな
いのか。出産費用50万。老人の保
険から・・・・。

• 出生率が減っているから出産にか
かる費用を高齢者の財源からあて
るとは、年寄りは早く死ねと云っ
ていることか。他にいくらでも財
源はある筈

• 兵器等に金を廻すな、政府でもく
ろんでいるバクチに不賛成だ

歳重ね 医薬倍とは 何事ぞ



人権を守り公正でいのちとケアが大切にされる
社会の実現を

•患者地域住民に寄り添った、
受療権を守る構え

「まず診る

援助する

なんとかする」

２０２2 年参議院選挙に向けての民医連の要求より

憲法25条を生かし、
○いのちを守ることにお金をつかう国への
転換、

○人権としての社会保障実現、
○貧困をなくし格差を是正する公正な税制
を求めます

誰もが安心して医療が受けられる
受療権の保障を

後期高齢者医療制度の一部負担金

の２割化は中止すること
ご一緒にがんばりましょう


